
 
① 申し込み 
◆ 参加申込書に必要事項を記入の上、青梅ボランティア・市民活動センターまでお持ちください。

その際にボランティア保険（３５０円）にご加入していただきます。 
※各施設、定員になり次第締め切りとなりますのでご了承ください。 

◆ 細菌検査（５００円）が必要な施設もございます。活動メニューに検査の可否について記載してお
りますのでご確認ください。申し込み時に、細菌検査キットをお渡しします。 
 

② 活動先決定 
◆ 申し込み内容に沿って、青梅ボランティア・市民活動センター職員が活動先と調整を行います。

（ご提出いただいた申込み書は活動先施設へFAX送信させていただきます。） 
 

③ 個別連絡 
◆ 参加者から施設の担当者へ直接連絡をしていただき、活動にあたっての注意事項、当日の持ち

物等を確認してください。必ず活動開始日の３日前までに活動先へ電話をしてください。 
 
④ 活動開始！！！ 
◆ 活動先の職員、スタッフの方の指示に従って活動してください。 
◆ 体調不良等、やむを得ず活動を休む際は、必ず活動先施設、およびボランティア・市民活動セ

ンターまでご連絡をお願いします。 
◆ 活動中の不測の事故については、ボランティア保険により対応します。 

 

⑤ 活動終了！お疲れ様でした！！！  
◆ 夏！体験ボランティア2026活動報告書のご提出をお願いします。 

お申し込み・お問い合わせ先 

青梅ボランティア・市民活動センター （日・祝を除く 8：30～17：15） 

〒１９８－００４２ 東京都青梅市東青梅１－１７７－３ 青梅市福祉センター２階 

＜令和８年７月１０日より事務所移転のため、以下の住所に変更となります＞ 

〒１９８－００４２ 東京都青梅市東青梅 5－22－2 青梅市地域支援センター1 階 

電話：０４２８－２３－７１６３ FAX：０４２８－２３－７１６５ 

メール：vcome@omeshakyo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
    

  

 

学生や社会人の皆さま、夏休みを活用して、ボランティア活動を体験してみませんか？ 
青梅市内の高齢者・障がい者施設、保育園等での利用者の方や子どもたちとのふれあいやイベント

のお手伝いなど、魅力的なメニューがたくさんあります。 
活動の中で、多世代交流や達成感、充実感を得る経験をすることで、ボランティアの魅力に気づき、

興味・関心を持ち、ボランティア活動へのきっかけになれば幸いです。 
ひと夏の思い出として、是非ご参加ください！皆さまのご参加を心よりお待ちしております！ 

 

夏！体験ボランティア２０２6 にお申し込みするにあたり 

◆ 友だち同士でお申し込みをされても、必ず一緒に活動できるとは限りません。必ずご自身の活
動可能なお日にちで、お申込みをしてください。 

◆ 複数の施設のお申込みも可能です。ただし、ひとつの施設につき原則３日間以上の参加をお願
いします。 

◆ 小・中・高校生および１８歳未満の方は参加するにあたり、保護者からの了承が必要です。 

◆ 新型コロナウイルス感染症対策の為、マスク等の着用については活動先の指示に従っていただ

くようにお願い致します。 

◆ 万が一の事故やトラブル等に備え、ボランティア保険（３５０円）にご加入していただきます。 

 

活動開始までの流れ 

 

◆ 毎朝、熱を測りましょう！ 

３７．５℃以上の発熱または平熱よりも高くないですか？ 

◆ 咳、倦怠感、下痢などの症状はありませんか？ 

◆ 睡眠はしっかりと取りましたか？ 

◆ 朝ごはんは食べましたか？ 

 

体調管理はしっかりと！！！ 

今年の夏も暑いので無理しないでね！！ 

やむを得ず、活動をお休みする場合は、 

活動先 ・ ボランティア・市民活動センターまで 

必ず連絡をしてください！！！ 

青梅の福祉キャラクター お～ちゃん 



 

 

◆ 自分からすすんで行動する──「自主性・主体性」 

ボランティア活動は、自分自身の考えによって始める活動であって、だれかに強制さ

れたり、また、義務として行わせる活動ではありません。友人から誘われたり、あるいは、

たとえば学校や会社の行事として参加したり、テレビや新聞で見かけたり...。 

どんな小さなきっかけでも、自分自身の「やってみよう」という気持ちを大切にするこ

とから、ボランティア活動がはじまります。 

◆ ともに支え合い、学び合う──「社会性・連帯性」 

わたしたちの社会にはさまざま課題が存在します。こうした課題を発見し、改善してい

くためには一人ひとりが考えることと、多くの人びとと協力しながら力を合わせて行動

することが大切です。 

◆ 見返りを求めない──「無償性・無給性」 

ボランティア活動は、活動目的の達成によって、出会いや発見、感動、そしてよろこび

といった精神的な報酬を得る活動であり、個人的な利益や報酬を第一の目的にした活動

ではありません。  

◆ よりよい社会をつくる──「創造性・開拓性・先駆性」 

目の前の課題に対して、何が必要なのか、そして、改善のためにはどうすればよいか。

ボランティア活動では、従来の考え方にとらわれることなく、自由な発想やアイデアを大

切にしながら、方法やしくみを考え、創り出していくことが大切です。 

 

 

相手の立場に立って、 

気持ちを尊重しましょう。 

活動先でのルール・約束・プライバシーは、 

必ず守りましょう。活動前に、活動先の担当者と

内容をよく確認しましょう。 

  

必ず活動開始日の３日前までに活動先へ電話をしてください。 

メモが取れるよう、手元にメモ帳など筆記用具を用意してから電話をしましょう！ 

電話をするときは、明るく元気に！！大きな声でハキハキと！！！ 

こんにちは！お忙しいところ失礼します。 

私は夏！体験ボランティアに 

申込みさせていただいた○○と申します。 

（ 担 当 者 ） 様はいらっしゃいますか？ 

承知しました。 

当日はよろしくお願いします。 

お忙しい中ありがとうございます。 

失礼します。 

はい、担当の○○と申します。 

この度はお申し込みありがとうございます。 

はい、当日は～ 

（ 説明を受ける ） 

ボランティア活動にあたり、 

当日の持ち物や注意事項など 

ありましたら教えていただきたいです。 


